
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標

科目 の目標

清瀬 理科 化学
理科 化学 5

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科

啓林館　高等学校　化学

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物や現象について、理解を深めるとともに、科学的に探究するために必要な観察・実験を通して基
本的概念や原理、法則を理解し、身につける。

自然の事物や現象について、知識技能と関連付けながら、見通しをもって探究する力を養い、観察や実験の
結果を基に考察したり、表現する。

理科の見方・考え方を働かせ、自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、主体的に探究する態度を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

（　志村 　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学的な事物・現象に対する理解を深め、科学
的に探究するために必要な実験や観察などに関
する技能を身に付ける。

化学的な事物・現象から問題を見いだし、仮説
を基に見通しをもって実験・観察を行い、得ら
れた結果を分析して判断したことを適切に表現
する。

化学的な事物・現象に主体的にかかわり、見通
しをもったり振り返ったりする中で、多面的な
視点を用いて科学的に探求する。

態
配当
時数

第2部第2章　化学反応と電気エネル
ギー
【知識及び技能】
　電池の構造や反応を知り、電池の
しくみを理解させ、電気分解におけ
る反応を知ることでその原理を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電池は酸化還元反応によって電気
エネルギーを取り出すしくみである
ことや、電気分解は外部から加えた
電気エネルギーによって、電極で酸
化還元反応がおこることを考えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　電気や電気分解のしくみについて
考え、身の回りの現象などと結び付
けられるようにする。

・指導事項
ダニエル電池、鉛蓄電池、燃料電
池、ファラデー定数、電解精錬
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　電池の構造や反応を知り、電池のしくみを
理解している。電気分解における反応を知
り、原理を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　電池は酸化還元反応によって電気エネル
ギーを取り出すしくみであることや、電気分
解は外部から加えた電気エネルギーによっ
て、電極で酸化還元反応がおこることを考え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
電気や電気分解のしくみを理解しようとし、
その利用について主体的に調べようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

第1部第1章　固体の構造
【知識及び技能】
　化学結合の種類と、結晶の構造に
ついて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学結合や結晶の構造について考
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学結合や結晶の構造について考
え、身の回りの現象などと結び付け
られるようにする。

・指導事項
化学結合、配位結合、単位格子、
面心立方格子、体心立方格子、六
方最密構造、ファンデルワールス
力、アモルファス、非晶質
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　化学結合の種類と、結晶の構造について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学結合や結晶の構造について考えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学結合や結晶の構造について考え、主体
的に調べようとしている。

○ ○ ○

3

第1部第2章　物質の状態変化
【知識及び技能】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気
圧と状態変化の関係について理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気
圧と状態変化の関係について考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気
圧と状態変化の関係を、身の回りの
現象などと結び付けられるようにす
る。

・指導事項
状態変化、熱運動、大気圧、気液
平衡、トリチェリの原理、状態
図、三重点、超臨界流体
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気圧と状態
変化の関係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気圧と状態
変化の関係について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の状態、粒子の熱運動、蒸気圧と状態
変化の関係を、主体的に調べようとしてい
る。

○ ○ ○

１
学
期
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第2部第3章　反応速度
【知識及び技能】
　反応速度と反応速度に影響する因
子について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　反応速度と反応速度に影響する因
子について考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　反応速度と反応速度に影響する因
子について、身の回りの現象などと
結び付けられるようにする。

第1部第3章　気体の性質
【知識及び技能】
　気体の体積と圧力や温度との関
係、気体定数と状態方程式、分子量
の関係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　気体の体積と圧力や温度との関
係、気体定数と状態方程式、分子量
の関係を考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　気体の体積と圧力や温度との関
係、気体定数と状態方程式、分子量
の関係を、身の回りの現象などと結
び付けられるようにする。

・指導事項
ボイルの法則、シャルルの法則、
ボイル・シャルルの法則、気体定
数、気体の状態方程式、分圧、モ
ル分率、理想気体
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　気体の体積と圧力や温度との関係、気体定
数と状態方程式、分子量の関係を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　気体の体積と圧力や温度との関係、気体定
数と状態方程式、分子量の関係を考えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　気体の体積と圧力や温度との関係、気体定
数と状態方程式、分子量の関係を、主体的に
調べようとしている。

○ ○ ○ 8

１
学
期

○ ○ 1

第1部第4章　溶液の性質
【知識及び技能】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性
質、コロイド溶液の性質について理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性
質、コロイド溶液の性質について考
えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性
質、コロイド溶液の性質について、
身の回りの現象などと結び付けられ
るようにする。

・指導事項
溶液、ヘンリーの法則、質量モル
濃度、蒸気圧降下、沸点上昇、凝
固点降下、浸透圧、ファントホッ
フの法則、コロイド
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性質、コロ
イド溶液の性質について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性質、コロ
イド溶液の性質について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　溶解平衡と溶解度、希薄溶液の性質、コロ
イド溶液の性質について、主体的に調べよう
としている。

○ ○ ○ 8

・指導事項
反応速度，反応速度式（速度
式），反応速度定数（速度定
数），反応次数，一次反応，二次
反応，半減期、活性化エネル
ギー，遷移状態，触媒，アレニウ
スの式，均一系触媒（均一触
媒），不均一系触媒（不均一触
媒），三元触媒，ラジカル（遊離
基），連鎖反応，素反応，多段階
反応，律速段階
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　反応速度と反応速度に影響する因子につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　反応速度と反応速度に影響する因子につい
て考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　反応速度と反応速度に影響する因子につい
て、主体的に調べようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査

第2部第1章　化学反応と熱・光エネ
ルギー
【知識及び技能】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化
学反応における発光について理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化
学反応における発光について考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化
学反応における発光について、身の
回りの現象などと結び付けられるよ
うにする。

・指導事項
熱、比熱、反応エンタルピー、燃
焼エンタルピー、発熱反応、吸熱
反応、
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化学反応に
おける発光について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化学反応に
おける発光について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　エンタルピーや、ヘスの法則、化学反応に
おける発光について、主体的に調べようとし
ている。

定期考査

〇 〇 1

○ 15

第2部第4章　化学平衡
【知識及び技能】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡と
pH、溶解平衡について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡と
pH、溶解平衡について考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡と
pH、溶解平衡について、身の回りの
現象などと結び付けられるようにす
る。

・指導事項
可逆反応，不可逆反応，正反応，
逆反応，平衡状態，平衡定数，濃
度平衡定数，化学平衡の法則，圧
平衡定数，化学平衡の移動，ル
シャトリエの原理，ハーバー･ボッ
シュ法(ハーバー法)、電離平衡，
電離定数，水のイオン積，pH（水
素イオン指数），電離度，塩の加
水分解，加水分解定数，緩衝作
用，緩衝液，溶解平衡，溶解度
積，共通イオン効果，沈殿滴定，
モール法
・教材
教科書、デジタル問題集Libry

【知識及び技能】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡とpH、溶解
平衡について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡とpH、溶解
平衡について考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　可逆反応、化学平衡、電離平衡とpH、溶解
平衡について、主体的に調べようとしてい
る。

○ ○

○ ○ ○

２
学
期



第１章　周期表と元素の分類
第１節　周期表と元素の分類
･周期表の位置と元素の分類及び性
質との関係について理解させる。
第２章　非金属元素
第１節　水素と貴ガス
･水素の単体及び，18族元素の貴ガ
スの単体の性質を理解させる。
第２節　ハロゲン
･17族元素のハロゲンの単体及び，
その化合物の性質を理解させる。
第３節　酸素･硫黄
･周期表16族の非金属元素の単体及
び，その化合物の性質を理解させ
る。
第４節　窒素･リン
･周期表15族の非金属元素の単体及
び，その化合物の性質を理解させ
る。"
第５節　炭素･ケイ素
･周期表14族の非金属元素の単体及
び，その化合物の性質を理解させ
る。

・指導事項
典型元素，遷移元素，金属元素，
非金属元素，貴ガス(希ガス)，ハ
ロゲン，酸素，オゾン，酸化物，
硫黄，脱硫，硫化水素，二酸化硫
黄，硫酸，接触法，発煙硫酸，濃
硫酸，脱水作用，窒素，アンモニ
ア，ハーバー･ボッシュ法，一酸化
窒素，二酸化窒素，硝酸，オスト
ワルト法，リン，黄リン，赤リ
ン，十酸化四リン，リン酸，炭
素，ダイヤモンド，黒鉛，フラー
レン，二酸化炭素，ケイ素，半導
体，二酸化ケイ素，水ガラス，ケ
イ酸，シリカゲル
・教材
教科書，デジタル問題集Libry

【知識・技能】
①周期表の位置と元素の分類との関係及び，
性質との関係について理解することができ
る。②電子の軌道と周期表の関係について理
解することができる。③非金属元素の性質に
ついて理解することができる。
【思考・判断・表現】
 ①元素の性質を周期表の位置と関連づけて考
えることができる。②非金属元素とその化合
物の性質を、電子配置や酸・塩基、酸化・還
元などと関連づけて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①周期表について学び，元素の分類について
考えたり，調べたりしようとする。②非金属
元素とその化合物の性質について、それらの
反応や性質を考えたり、調べたりしようとす
る。

〇 〇 〇 20

30

定期考査
1

定期考査 1

第３章　典型金属元素
第１節　アルカリ金属
･水素以外の1族元素のアルカリ金属
の単体及び，その化合物の性質を理
解させる。
第２節　アルカリ土類金属
･2族元素の単体及び，その化合物の
性質を理解させる。
第３節　アルミニウム
･アルミニウムの単体及び，化合物
の性質を理解させる。
第４節　スズ・鉛
･スズ・鉛の単体及び，化合物の性
質を理解させる。

・指導事項
アルカリ金属，水酸化ナトリウ
ム，潮解，風解，炭酸水素ナトリ
ウム，アンモニアソーダ法(ソル
ベー法)，アルカリ土類金属，マグ
ネシウム，カルシウム，酸化カル
シウム，生石灰，水酸化カルシウ
ム，消石灰，石灰水，炭酸カルシ
ウム，石灰石，硫酸カルシウム，
塩化カルシウム，アルミニウム，
酸化アルミニウム(アルミナ)，両
性，テルミット法，複塩，ス
ズ，，鉛
・教材
教科書，デジタル問題集Libry

【知識・技能】
アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルミニ
ウム、スズ、鉛とその化合物の性質につい
て、理解することができる。
【思考・判断・表現】
アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルミニ
ウム、スズ、鉛とその化合物の性質につい
て、電子配置や酸・塩基、酸化・還元などと
関連づけて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルミニ
ウム、スズ、鉛とその化合物の性質につい
て、それらの反応や性質を考えたり、調べた
りしようとする。

〇 〇 〇 30

２
学
期

３
学
期

第４部　有機化合物
第１章　有機化合物の特徴と分類
第１節　有機化合物の特徴と分類
･有機化合物の特徴と分類を理解さ
せる。
第２節　有機化合物の分析
･元素分析により，組成式･分子式･
構造式が決定されることを理解させ
る。
第２章　脂肪族炭化水素
第１節　飽和炭化水素
･脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連づけて理解させる。
第２節　不飽和炭化水素
･不飽和炭化水素，官能基をもつ脂
肪族化合物の性質や反応について理
解させる。

・指導事項
有機化合物，炭化水素，鎖式炭化
水素，脂肪族炭化水素，環式炭化
水素，飽和炭化水素，不飽和炭化
水素，基，メチル基，炭化水素
基，官能基，異性体，構造異性
体，立体異性体，鏡像異性体（光
学異性体）、元素分析，アルカ
ン，同族体，置換反応，塩素化，
臭素化，ハロゲン化，シクロアル
カン，
アルケン，シス-トランス異性体，
付加反応，高分子化合物，付加重
合，単量体，重合体，ビニル基，
シクロアルケン，アルキン
・教材
教科書，デジタル問題集Libry

【知識・技能】
①有機化合物の特徴を捉え、理解することが
できる。②脂肪族炭化水素の性質を理解する
ことができる。
【思考・判断・表現】
①元素分析により、組成式・分子式・構造式
が決定されることについて考えることができ
る。②脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と
関連づけて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①有機化合物の性質や構造を理解し、調べよ
うとしている。②脂肪族炭化水素の性質や構
造を理解し、調べようとしている。

〇 〇 〇 30

定期考査
1

第４章　遷移元素
第１節　遷移元素
･遷移元素の単体と化合物の性質や
反応について理解させる。
第２節　金属イオンの分離と確認
･金属陽イオンの特定や陰イオンと
の反応，分離と確認について理解さ
せる。

・指導事項
遷移元素，錯イオン，錯塩，配位
子，配位数，亜鉛，水銀，銅，緑
青，銀，チオ硫酸ナトリウム，
鉄，銑鉄，鋼，合金，クロム，マ
ンガン，クロム酸カリウム，ニク
ロム酸カリウム，過マンガン酸カ
リウム，定性分析，定量分析，系
統分析
・教材
教科書，デジタル問題集Libry

【知識・技能】
亜鉛、水銀、同、銀、鉄、クロム、マンガ
ン、コバルトなどの遷移元素の性質につい
て、理解することができる。
【思考・判断・表現】
亜鉛、水銀、同、銀、鉄、クロム、マンガ
ン、コバルトなどの遷移元素のの性質につい
て、電子配置や酸・塩基、酸化・還元などと
関連づけて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
亜鉛、水銀、同、銀、鉄、クロム、マンガ
ン、コバルトなどの遷移元素のの性質につい
て、それらの反応や性質を考えたり、調べた
りしようとする。

〇 〇 〇


